
東京都産のトウキョウホタテ標本を探る

川辺文久（文部科学省）

第305回地学クラブ講演会（2018. 3.16＠東京地学協会）

■はじめに
・私の紹介
・トウキョウホタテの紹介

■どうして東京から貝化石がでるのか
■東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る
■化石試料の活用



北海道の白亜紀の地層とアンモナイトの研究を行っていました。

本務は理科・地学の教科書の記述内容の点検ですが、
これまで古生物学の研究や教育にも関わってきました。

1994年夏、夕張市で採集した巨大アンモナイト。



私らが採集した巨大アンモナイトは、国立科学博物館（上野公園）の
日本館3階で常設展示されています。

研究者によるディスカバリートーク
『巨大アンモナイト発見物語』（講師：重田康成）
3/25（日）11時～，13時～。地球館3階講義室。



地球科学の講義や実習を担当してきました。

第四紀の地層や化石については教材で扱うのみで、とくに関心は
ありませんでした。

千葉県印西市大竹での野外実習



偶然と幸運が重なり、最近は東京都産の更新世貝化石を調べています。

2018．2.10.

チラシあります。



貝柱の痕

放射肋（ろく）

幼貝

右殻（膨らむ）
左殻（平たい）

昭和47年に板橋区中板橋の石神井川改修工事場で採集。
板橋区立郷土資料館蔵。特別展で展示中。



食用のホタテガイに近縁の絶滅種。ホタテガイに比べて肋の数が少ない。大型になる。
1906年に、東京に因んでPecten tokyoensisと命名された。
2016年に、日本地質学会が「東京都の化石」に選定した。

北海道南部から九州、済州島、台湾の後期鮮新世から更新世の地層から産出。

• 新生代第四紀の示準化石の例として教科書にも載っている。

• 千葉県や茨城県産の保存のよい大型標本が有名である。

ところが、ほとんどの方はトウキョウ産の標本を見たことがない！



十条駅ー赤羽駅間 （北区飛鳥山博物館の展示） 原宿駅付近 （渋谷区郷土博物館の展示）

成城学園前駅付近 （世田谷区立郷土資料館の展示） 中目黒駅付近 （めぐろ歴史資料館の展示）

どうして東京から貝化石がでるのか



どうして東京から貝化石がでるのか

『千代田区史』より

千代田区からも貝化石が産出する。

台地を覆う関東ローム層の下には砂や泥の地層がある。



どうして東京から貝化石がでるのか

第四紀

かつて関東平野は、鹿島灘側に大きく開いた入り江だった．この海を古東京湾という。

古東京湾は50～40万年前に出現し、拡大・縮小を繰り返しながら約10万年前には消滅した

武蔵野台地東部の古東京湾堆積物は、一般に東京層と呼ばれる。

東京層



明治14（1881）年、お雇い教師ブラウンスが王子、品川、駿河台の貝化石層を報告。

北区王子本町1－6

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る



東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー東京大学総合研究博物館ー

徳永重康
古生物学会第2代会長
早大理工学部初代教授

王子、田端、品川の貝化石を研究し、
軟体動物166種、腕足動物3種、棘
皮動物4種、脊椎動物2種を記載。

絶滅種の“ブラウンスイシカゲガイ”
や“トウキョウホタテ”を提唱。

東京帝國大學紀要 理科（1906）

ブラウンスイシカゲガイ



東京帝國大學紀要 理科（1906）

Syntypeとして
登録・管理．

すべて王子産
（41標本）

徳永重康

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー東京大学総合研究博物館ー

トウキョウホタテ



35種
・トウキョウホタテ、サラガイ多産。

田端貝層B（山川，1908）

42種
・トウキョウホタテなし、ハイガイ多産

田端貝層A（Tokunaga，1906）

王子貝層

95種（徳永）、61種（ブラウンス）
・トウキョウホタテ多産、サラガイなし*。

上
位

“東京層”を提唱したYabe (1911)で利用された。

当時、寒流系種のサラガイは“成田層”では知られていたが、
東京では未発見だった。

槇山（1930）は、田端貝層の下位に王子貝層があるとした。

しかし、戦後になって王子貝層からもサラガイの産出が確認され、
田端貝層Bと王子貝層に本質的な差はない（福田・安藤，1951）

植物片に富む。ナウマンゾウが産出。

?

山手線

東北本線

1908年、山川戈登は、徳永による田端の調査地点から北に一丁離れた位置から、
従来のものとは化石群組成の異なる貝化石層を報告した。

ゴルドン

サラガイ

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る



1916年、地質調査所の渡邊久吉は，品川八ツ山鉄橋脇の崖から貝化石87種（トウキョウホタテあり）
を報告。

＊渡邊の標本が見当たらない（戦時に焼失か）。

1908年、山川戈登は品川化石産地の北へ十五町の泉岳寺電車停留場の傍で
貝化石約130種を報告。

開業当時の品川停車場の復元模型＠品川歴史館

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る

ブラウンスも徳永も、品川貝層からトウキョウホタテは報告していない。

東京明細圖會 品川鐵道 歌川広重（3世） 明治 6年 12月



東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー東京大学総合研究博物館ー

＜中略＞

東京帝国大学理学部紀要 第二類（1927）

横山又次郎

王子 田端 品川

ブラウンス、徳永、山川らの標本を使用



東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー東京大学総合研究博物館ー

大塚 彌之助 1936：東京市豊島區巣鴨新庚申塚地下の貝層．
地質学雑誌 43(516), 707-708.

大塚彌之助

UMUT CM 31243



貝化石標本を確認した産地。○はトウキョウホタテあり。

1930年代になると、王子、田端、品川

など従来から知られた地点のほか、
都内各所から貝化石層が報告された。

1950年代、尾崎 博、福田 理らによ

る『東京都内の地質』が科博発行の
「自然科学と博物館」に連載された。

1964年、築地書館発行の『化石採集

の旅 関東編』で、板橋区徳丸・成増
の貝化石産地が紹介された。

1960～70年代、地下鉄・下水道・河

川改修など工事場で貝化石が収集さ
れていた。

1979年、板橋区教育委員会が『成増

露頭地質調査』を実施（翌年に報告
書を発行）。

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る



尾崎 博・福田 理・安藤保二，1951．東京都内の地質Ⅱ．自然科学と博物館 18(5-6), 5-10.

福田 理・安藤保二，1951．東京都内の地質Ⅲ．自然科学と博物館 18(7), 1-16.
尾崎 博・福田 理・安藤保二 1957. 東京都内の地質Ⅶー板橋区徳丸貝層図譜．
国立科学博物館研究報告 3(3), 162-175. 論文報告なし

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー国立科学博物館（筑波）ー

北区滝野川

文京区関口
江戸川公園

板橋区徳丸

新宿区戸山・国立第一病院

10 mm

10 mm

10 mm

台東区・上野動物園

PM 8217

PM 27886



横浜国立大学コレクション（2016年移管） 山浦一郎コレクション（1981年寄贈）

収蔵棚の引き出し約100段分の標本が産地ごとに
整理されている。

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー国立科学博物館（筑波）ー



板橋区の中学校体育教師の山浦一郎氏が東京及び近郊で採集した
第四紀貝化石のコレクション

トウキョウホタテの産地として、
板橋区大和町の地下鉄三田線板橋本町駅工事場（1967，1968年採集）
板橋区仲宿の下水道工事場（1967年採集）
板橋区中台一丁目のどんぐり山公園
北区の王子地域（1959年採集），
豊島区西巣鴨三丁目の地下鉄三田線西巣鴨駅工事場
中央区東日本橋三丁目の地下鉄浅草線東日本橋駅工事場
墨田区業平一丁目の地下鉄浅草線工事場（1959年採集）

山浦一郎氏
板橋区立郷土資料館提供

地下鉄工事場
で大量に採集

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー国立科学博物館（筑波）ー



北区西ヶ原(常設展示)
文京区関口二丁目

・江戸川公園
・椿山荘増築工事場

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー神奈川県立生命の星・地球博物館ー

椿山荘増築工事場

西ヶ原産

椿山荘産



早稲田大

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー神奈川県立生命の星・地球博物館ー

『日本地方地質誌3 関東地方』（2008）

江戸川公園

椿山荘
貝化石に富む
礫層が露出

神田川



新宿区西早稲田一丁目 早大政経学部校舎工事場
新宿区高田馬場一丁目 地下鉄東西線工事場
台東区上野三丁目 松坂屋工事場
中央区日本橋本石町二丁目 日本銀行本店工事場
中央区日本橋一丁目 白木屋工事場

（現在はコレド日本橋）
千代田区有楽町一丁目 日比谷日活国際会館工事場

（現在はザ・ペニンシュラ東京；日比谷交差点）

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー早稲田大学本庄考古資料館ー

上野三丁目
松坂屋
（上野広小路）

有楽町一丁目
（日比谷交差点）

早大政経学部工事場

【直良信夫コレクション】

『直良信夫展』平成30年2/26～3/25
早稲田大学26号館（大隈記念タワー）



渋谷区神宮前
（原宿）産 北区十条仲原産

地元産化石の展示例

更新世のナウマンゾウ化石
・北区飛鳥山博物館
・板橋区立郷土資料館
・新宿歴史博物館
・渋谷区郷土博物館

東京層の貝化石
・北区飛鳥山博物館
・板橋区立郷土資料館
・渋谷区郷土博物館
・目黒区めぐろ歴史資料館
・世田谷区郷土資料館
・杉並区立郷土博物館

東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探るー区立施設ー



東京都区部産のトウキョウホタテ標本を探る

標本を確認した貝化石産地。○はトウキョウホタテあり。

12区29地点で採集されたトウ
キョウホタテ標本を確認した。

明治期以来の研究の参照標本、
研究者が体系的に集めた標本、
区民からの寄贈標本が関連機
関の歴代のスタッフの尽力に
よって守り継がれてきた。

これらの標本は、誰もが利用で
きるように整理・公表され、さま
ざまな分野の研究や教育で利
活用されることを通して、新たな
付加価値が生まれよう。



化石試料の活用

学芸員による展示解説
3/17（土）13時半～。入館無料・登録不要

・普及啓発の素材としての活用
・研究資源としての活用



「東京都産の貝化石に関する報告を概観すると、研究のテーマには２つの方
向があったように思われる。第１は、化石群集の組成を記載し、寒暖両流の影
響や深度などの海況を明らかにしようとするものである。また第２は、隔てられ
た各化石産地の産出層準の相互の対比である。」（菊地，１９８０）

化石試料の活用

当時の暫定案
であり、見直す
必要がある。

大和町・仲宿貝層

１９８０年以降、東京の更新世貝化石の研究は途絶える。
東京での研究の停滞期に、横浜、埼玉、千葉、茨城での研究は著しく進展した。
東京では露頭調査の機会には恵まれないが、研究材料（コアと化石標本）はある！

成増露頭地質調査報告書（1980）



徳丸貝層模式地

徳丸ボウズ山

板橋本町

仲宿

板橋区役所

化石試料の活用（案１） ：大和町・仲宿貝層と徳丸・成増貝層

大和町・仲宿貝層

板橋区立郷土資料館提供



川辺・芳賀（2018）

【大和町・仲宿（石神井川地域）の貝
化石の特徴】

サラガイ、ビノスガイ、エゾ○○など
の親潮系（寒流系）の種とトウキョウ
ホタテが多産し、北区の王子貝層の
組成に類似する。

サラガイ

エゾタマキガイ

エゾヌノメアサリ

オオトリガイ

ザルガイ
ビノスガイ

ヒメエゾボラ

エゾタマガイ

フリソデガイ

トウキョウホタテ

板橋区立郷土資料館蔵。特別展で展示中。

右殻 左殻

化石試料の活用（案１） ：大和町・仲宿貝層と徳丸・成増貝層



【徳丸・成増の貝化石の特徴】

徳丸貝層と成増貝層は同一層と
される。

貝化石群に基づくと、現在の東京
湾と大差ない温度条件で、静かな
内湾。

北区の王子貝層と比べて、サラガ
イ、ビノスガイ、エゾ○○などの親
潮系（寒流系）の種とトウキョウホ
タテの産出頻度が圧倒的に少な
い。

川辺・芳賀（2018）

イタヤガイアズマニシキ

オオノガイ

ブラウンスイシカゲガイ

アカガイ

イシカゲガイ アサリ オニアサリ ゴイサギ

ハイガイ

カガミガイ トリガイ

板橋区立郷土資料館蔵。特別展で展示中。

右殻
左殻

化石試料の活用（案１） ：大和町・仲宿貝層と徳丸・成増貝層



黒潮（暖流）

親潮
（寒流）

徳丸・成増貝層に親潮（寒流）系の種とトウキョウホタテの産出頻度が極端に少ないこととバリ
アー島の成長が関係しているかもしれない。
寒暖だけでなく、湾内外の地形を考慮して、貝群集を解釈したほうがよいだろう。

バリアー島

外洋

内湾
外洋

増田（1992）

化石試料の活用（案１） ：大和町・仲宿貝層と徳丸・成増貝層

1980年代まで 1990年代以降



シルト

トウキョウホタテ

ウチムラサキ

化石と堆積物を調べて、古東京湾内の環境を推定できるかも。

トウキョウホタテ

アカガイ

板橋区内の露頭

自生のカガミガイ？

カガミガイ

化石試料の活用（案１） ：大和町・仲宿貝層と徳丸・成増貝層

礫

板橋区立郷土資料館蔵。特別展で展示中。

地元資料館と協働してすすめたい。



第305回地学クラブ講演会（2018. 3.16＠東京地学協会）

東京都区部産の貝化石標本がたくさん保管されていることが分かった。

トウキョウホタテを都市部における地質学・古生物学の普及啓発活動の目玉
として活用したい。

ボーリング資料との照合，化石に付着した堆積物の分析，貝殻の化学分析に
よる古環境指標の抽出など、“東京層”の実態解明に向けた研究資源としての
活用も考えられる。

ご清聴ありがとうございました。


